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高齢者が楽しく暮らせる街を
埼玉県・三郷市立丹後小学校・６年
EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(こまつ),小松)　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ゆうと),優斗)
　犯罪を犯す人は危険で恐い人。そんな人が社会に復帰してきても関わりたくない、僕はずっとそう思ってきました。近くに住んでいたら何かされるかもしれない。そんな気持ちになっていたのです。
　でも、学校で配られたパンフレットから、「社会を明るくする運動」というものがあることを知りました。そこには、反省と償いをして社会に帰ってきても、社会に居場所がないため再び犯罪を重ねるという負のサイクルがあると書いてありました。「そうか、僕のような考えを持つ人が多いから、居場所がないんだ。」と思いました。そして、前に見たテレビを思い出しました。
　それは、高齢者の犯罪のことでした。折角刑務所での刑期を終えて社会に出てきたのに、わざと万引きや無銭飲食をして、また刑務所に戻る高齢者がいるのです。刑務所なら寝る場所もあるし、食事も三食ちゃんと出してもらえるから、刑務所に戻りたいそうです。僕はその時「ずるいなぁ。」と思いました。ちゃんと働いて自分の力で生活すればいいのに、刑務所に入って楽をしようとするなんてずるいのではないかと思ってしまいました。
　でも母に、「自由の無い刑務所に、本当に入りたい人なんているのかなぁ。」と言われてなんとなく心にひっかかってしまいました。今回、学校からもらったパンフレットがきっかけとなり、調べてみようと考えました。調べ始めたら、びっくりすることが分かりました。
　日本では今、刑務所に入る高齢者が増えてきて、介護施設のようになっている所もあるそうです。特に七十歳以上の受刑者が急増し高齢者の再入所率が七割を超えているとのことでした。高齢者の犯罪や再犯が増加してしまう大きな原因は刑務所が「衣食住」を保証してくれる場所となっているからです。貧しい高齢者にとって刑務所は「最後の居場所」になっていると書いてある本がありました。
　「最後の居場所」この言葉に僕は、どきっとしました。何十年も生きてきた人生の最後の場所が自由も団らんも無い刑務所。こんな悲しいことを望む人なんて本当は、いないのではないかと思います。
　僕の祖父母は六十代七十代で近所に住んでいます。僕は自分の家のようにしょっちゅう行きます。僕の両親も行きます。行くといつも喜んでくれます。僕の家族だけではなくおじさんやおばさんたち、いとこも一緒に、大勢で食事をしたり、旅行に行ったりもしています。皆で、大騒ぎしている時のおじいちゃんおばあちゃんはとても嬉しそうにしています。そして、友達とも会っているみたいです。刑務所の中で生活する様子とはあまりにも違います。
　高齢になっても刑務所に入っている人は、それまでの人生は、どんな生活だったのかな、小さい頃から貧しかったり、いじめられたりして、辛いことがあったのかもしれない、大人になって仕事を始めても、結婚をしても、うまくいかなかったのかも知れません。それなのに人生の最後が刑務所なんてあまりにも可哀想だと思いました。
　だから、出所できたとしてもまた刑務所に戻りたいと思わなくても良いように、社会の人が温かく受け入れることが大切だと思います。そういう人が住むことができ、地域の人たちと交流できるような場所が、あちこちにできればいいなぁ。もしそんな場所ができれば、僕はもう犯罪者を恐い人と思わずそこに行ったりして、自分のおじいちゃん、おばあちゃんのように接してみたいなぁ。そうすれば、犯罪も減っていくのではないかな、こんな風に考えるようになりました。
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